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1) 遺藤晃，価値法則と資源環境問愚 「現代と思想」第13号， 1973年， 108~-'./~ 
同，書評・工藤晃署「日木桂曹と環境問題ム「経揖J1976年3月号， 180ベ一九

























2) K. Marx. .Das Kapital，" Bd. II. Maれ'X.EngelsWerk.e， Dietz Verlag， Bd. 25， S.90. 
邦訳『マルクス，エンケツレス全集』第25巻第1分冊、大月書庖版.101ヘ ク，以下ではK.III， 



























3) Ibid.. K. I. S. 344. 427へ ジ，傍点は引用者6
4) Ibid.， K. nI， S. 94. 105-106ベージ.
5) lbid.. K. IIL S. 865. 1097-1日9'へージ@



























6) Ibid.， K. II. S. 70. 75へージ。



























8) lbid， K. III， S.702， 889へ九



























1l) Op. cit.， K. III， 5S. 92-93， 104へ少。
12) Qραt.， K. III， SS. 92-93. 104ベ--;/0
13) Op. al.， K. II， S.92， 103ベク。

























14) Opαt.， K. II， SS. 92-93. 104ペ ジ。傍点は号|用者，大月書庖版「不変腎本の充用そのも
のの節約J (104へ ジ〕は誤訟である。
15) O.ρ cit.， K. III， S.97， 109ぺ 三人大月書百版「必要な労働に還元J(109へージ〉は「必要
労働に節減」の誤訳である，





















16) Op. cit.， K. JH只日7，881へージー
17) 以上のように， ，不変資本充用上の節約」は二つの場合のどちらも「労働の社会化Jによって
可能になる。，弓変資本を生産する労働の節約」は社会的分業という全制度の利益であ忍鳴か































18) Op 口t.，K. III， 5S. 89-90， 101ベータ。大月番庖版'e'ま Exkrementは排世物， Abfalle 
は廃?物であるが，長幸部訳にしたがい，各々 ，廃嫡，屑としたむ 「生産上町廃物」と区別される
「消費上の魔物」についてはここではたちいらない.
19) 口ρ cit.，K. III， S.111， 127へジ。
20) 0，り cit:，K. 1， S.632， 789ベー ゾ。
21) Op. cit.， K. III， S.91， 102へー ヅ
























22) 0ρ cit.， K. II， S. 81， 90ベジ。
23)ορ ct.， K. II， S.91， 102ベージ。
24) Op. cit.， K. 1， 5_404， 500へ--/0
25) Opαt.， K. 1， S.405， 501ベジロ
26) Op. at.， K. 1， S.437， 541くージ固
102 (412) 第 117巻第5・6号









































































30) Op. cit.， K. III， S.91， 103へジ。
31) 口lt.cit.， 1ζIII. S旦91-92，103へージP




























33) 0ρ c<ム.K. I1. S. 89. 100ペジ。
31) Op. cit.， K. III， SS. 93-91， 105へジ。











































第 8章「労働日」では， 第 2節「剰余労働への渇望」汽 第 5節「標準労働
日のための闘争」拙である。
第四章「機械と大工業」では， 第 4 節「工場J39)~ 第 8節「大工莱によるマ
ニュファクチュ/， 手工業， 家内労働の変革」叫， 第 9節「工場立法， イギリ
36) 0ρ cit.， K. IlI， SS. 96-97， 108-109ベー ジョ 院長は引用者，傍点自k骨は大月書庖肱向腹訳
(1967年脹， 106へージ〕ともに誤訳である。すなわち，大用書百版ではこうなっている。|物質
的手段を非常にむだ使いしていながら一方で個々白資本家にもうけさせるもDを他方で社会の損




ある。なお， 改訂版 r社会資本論Jl(1976年〉における社会的費用論り慎正も古めL 富本教授
の社会的費用論の批半肋守検討を21]稿でおこなう予定である。
37) 0ρ ot.， K. I， S. 253， 310へジ。
38) 口ρ cit.，K. 1， S. 281， 34，7ベジo 5S.2邸-286，353へー ジ。
39) Opαt.， K. 1， S.448， .5訂'，，-，-:)/。注 190a，191， 192 
40) Op. cit.， K. 1， S.486， 603ペ 三九 S.488， 606へー ジ。 S.494， 613ペー ジロ


















いのに，価値増殖過程には全体と Lてはいり，原料の 部分の「死滅」 αJnter-
41) Op. ciムK.1， S.505， 627ヘヅU
42) 口ρ cit.，K. 1. S. 552，686-' ジ。
43) Qp. cit.， K. I. S. 673， 838ペー シ。
44) 口)t.cit.， K. 1. S. 695， 868ベジ。
45) 和UIR川治夫氏は，マルクメによる「不変資本充用上の捕約」として， 10例に整理されている。
(前掲論文， 49へ ジ〕本稿の分類との差違を示せば，氏の171不変資本そのものの節約， (9)発明






























46) Op. cit.， K. 1， S5. 219-220， 268ペジ。
47) 0ρ cit.， K. T， S 問2，明9ベ 三人
48) 0ρα't.， K. III， S.112， 129ヘク。
49) 0，ρ dt.， K. 111， S.112， 130へー ジ.


























る. (前↓国論y，48へ ジ〕ここで，氏の規定をとらないのは. I消費の廃物による公害」およ
び「商品の使用から生じる情費過程の公害」との混同をさけるためである。
51) Op. cit.， K. 1， S. 683， 852ペーν 傍ー点は引用者。
























(4) 原料，補助材料の良さによる節約 (3，4， 5節〕
恒) 凶定資本の損耗の減少による節約 (3，4， 5節)
(6) 生産手段生産部門の生産力発展による節約 (4，G節〕
Clコ 不変資本そのものの充月上の節約
「不変費本充用上の節約」の位置と構成
(竹生産朱件目共同使用による節約 (3，4， 5節〕
(8) 生産要素の不純化による節約 (2節〕
(9) 労働者を犠牲としての労働条件の節約 (2節〕
E資本の魔物に対ずる関係1
CIコ不変資本を生産する労働田節約
(1) 生産 kの廃物の利用
(1)'島物を出さないようにする節約
(11コ不変資本そのものの充用上の節約
(421) 111 
(9)' 作業場外の労働者を犠牲にしての生産条件の節約(有害廃物排出防止設備の節
約)
